
　

変
化
の
中
に
い
る
時
は
、
そ
の
変
化
の
大
き
さ
や

影
響
度
を
実
感
し
づ
ら
い
も
の
で
あ
る
が
、
30
年
後

に
今
を
振
り
返
る
な
ら
ば
、
あ
の
時
が
ま
さ
に
時
代

の
転
換
点
で
あ
っ
た
と
思
う
、
と
確
信
し
て
い
る
。

そ
れ
ほ
ど
の
激
動
の
時
代
の
中
に
い
る
と
感
じ
て
い

る
。
２
０
２
０
年
９
月
に
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣

に
着
任
し
て
以
降
、
世
界
全
体
の
生
活
環
境
を
一
変

さ
せ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
、
米
中

対
立
を
は
じ
め
と
す
る
技
術
覇
権
争
い
の
先
鋭
化
、

激
甚
災
害
と
し
て
現
実
の
脅
威
と
な
っ
た
気
候
変
動

問
題
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
な
ど
大
手
Ｉ
Ｔ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

マ
ー
台
頭
に
よ
る
デ
ー
タ
独
占
と
富
の
偏
在
化
な
ど
、

か
つ
て
な
い
困
難
な
問
題
に
直
面
し
対
処
す
る
中
で
、

そ
れ
ら
の
困
難
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
唯
一
の
武
器

と
な
る
の
が
「
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」
で

は
な
い
か
と
日
々
痛
感
し
て
い
る
。

　

２
０
２
１
年
３
月
、
国
の
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
政
策
の
羅
針
盤
と
な
る
「
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
基
本
計
画
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
の

基
本
計
画
は
、
１
９
９
５
年
に
議
員
立
法
に
よ
り
制

定
さ
れ
た
「
科
学
技
術
基
本
法
」
に
基
づ
き
策
定
す

る
５
カ
年
計
画
で
あ
り
、
今
回
は
２
０
２
１
年
度
か

ら
２
０
２
５
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
第
６
期
基 

本
計
画
と
な
る
。
今
回
の
基
本
計
画
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
第
５
期
基
本
計
画
を
改
め
て
見
直
し
た
の

だ
が
、
５
年
前
、
産
業
界
と
と
も
に
打
ち
出
し
た

“Society 5.0”（
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空

間
を
高
度
に
融
合
し
た
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
経
済
発
展

と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両
立
す
る
人
間
中
心
の
社

会
）の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
今
も
決
し
て
色
あ
せ
て
い

な
い
。
む
し
ろ
、
そ
の
考
え
方
の
先
進
性
と
重
要
性

を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
現
下
の
デ
ジ
タ
ル

化
の
遅
れ
や
直
面
す
る
社
会
課
題
な
ど
の
情
勢
変
化

を
踏
ま
え
る
と
、
今
度
こ
そ
本
気
で
実
現
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
未
来
像
で
あ
る
と
考
え
た
。

　

こ
の
た
め
、第
６
期
基
本
計
画
で
は
、そ
の
未
来
像

を
さ
ら
に
具
体
化
し
、持
続
可
能
性
を
謳
う
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

の
方
向
性
と
軌
を
一
に
し
つ
つ
、
そ
こ
に
「
信
頼
」

と
「
分
か
ち
合
い
」
と
い
う
我
が
国
独
特
の
価
値
観

を
重
ね
た
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
てSociety 5.0

の
実
現

を
再
提
示
す
る
こ
と
と
し
た
。
社
会
や
自
然
と
の
共

生
、「
信
頼
」
に
基
づ
く
市
民
感
覚
、
三
方
よ
し
の

社
会
通
念
、
分
か
ち
合
い
の
共
感
性
、
こ
う
し
た

「
価
値
」
を
、
我
が
国
の
信
頼
性
の
高
い
科
学
研
究

や
技
術
力
、
さ
ら
に
は
質
の
高
い
社
会
デ
ー
タ
の
存

在
と
結
び
付
け
社
会
を
変
革
す
る
と
と
も
に
、
こ
の

よ
う
な
「
価
値
」
を
生
み
出
す
「
基
礎
・
学
術
研
究
」

や
「
人
」
へ
の
投
資
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
こ
と

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣（
科
学
技
術
政
策
）

井いのう
え上
信しんじ
治

激
動
期
に
お
け
る
科
学
技
術
・

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
政
策
に
つ
い
て
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特集 ポストコロナの社会における科学技術イノベーションの役割

に
よ
り
、「
持
続
可
能
で
強
靭
な
社
会
の
も
と
、
一

人
ひ
と
り
が
多
様
な
幸
せ
を
実
現
で
き
る
社
会
」
を

実
現
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
我
が
国
が
こ
の
価
値
観

を
共
有
で
き
る
国
・
地
域
・
国
際
機
関
等
と
の
連
携

を
強
め
、
国
際
社
会
に
お
け
る
「
信
頼
の
要
」
と
な

る
こ
と
を
目
指
す
、
こ
れ
が
第
６
期
基
本
計
画
の
中

心
と
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
。

　

第
６
期
基
本
計
画
で
は
、
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
実

現
の
た
め
、
①
サ
イ
バ
ー
空
間
と
フ
ィ
ジ
カ
ル
空
間

の
融
合
に
よ
る
持
続
可
能
で
強
靭
な
社
会
へ
の
変
革
、

②
新
た
な
社
会
を
設
計
し
、
価
値
創
造
の
源
泉
と
な

る
「
知
」
の
創
造
、
③
新
た
な
社
会
を
支
え
る
人
材

の
育
成
─
の
３
本
の
柱
の
も
と
、
具
体
的
な
政
策

を
位
置
付
け
た
。

　

特
に
、
２
本
目
の
柱
で
あ
る
「
知
」
の
創
造
に
つ

い
て
は
、
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
と
し
て
最
も
根

本
的
な
課
題
と
感
じ
て
い
る
。
次
世
代
を
担
う
若
手

研
究
者
の
置
か
れ
た
厳
し
い
現
状
を
聞
く
に
つ
れ
、

こ
の
問
題
を
解
決
で
き
な
け
れ
ば
科
学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
の
未
来
は
な
い
、
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
こ
の
た
め
、
政
・
官
・
学
の
多
く
の
同
志
と
と

も
に
、
若
手
研
究
者
支
援
・
抜
本
的
な
大
学
改
革
を

目
的
に
、
10
兆
円
規
模
の
大
学
フ
ァ
ン
ド
の
創
設
と

い
う
、
か
つ
て
な
い
規
模
と
政
策
手
法
に
よ
る
抜
本

的
な
支
援
策
を
創
設
し
た
。
こ
の
基
金
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
運
用
益
の
活
用
に
よ
り
、
博
士
課
程
学
生
な

ど
若
手
人
材
の
育
成
を
強
化
し
、
世
界
に
比
肩
す
る

レ
ベ
ル
の
研
究
大
学
の
育
成
を
新
た
に
進
め
る
。

　

ま
た
、
我
が
国
と
し
て
、
諸
外
国
と
の
熾
烈
な
国

第６期科学技術・イノベーション基本計画の３本柱

我が国が目指すべき社会（Society 5.0）

※第５期基本計画では、Society 5.0を「サイバー空間とフィジカル空間の高度に融合させたシステムにより、経済発展と社会的課題の解決を両立する人間中心の社会」と定義

持続可能性と強靭性を備え、国民の安全・安心を確保 一人ひとりの多様な幸せ（well-being）を実現

【持続可能性の確保】
□地球環境の持続
□現世代と将来の世代が豊か
に生きていける社会の実現

【強靭性の確保】
□災害や感染症をはじめ、 
様々な脅威に対する総合的
な安全保障の実現

【経済的な豊かさと質的な豊かさの実現】
□誰もが能力を伸ばし、多様な働き方を可能に
□生涯にわたり健康で社会参加
□夢を持ち続け、自らの存在を肯定し活躍

社会像を世界に先駆けて実現し、国際社会に貢献し、世界から人材と投資を呼び込む

この社会像に我が国の伝統的価値観を組み込み、Society 5.0※として世界に発信 （「信頼」や「分かち合い」）

● Society 5.0の実現には、①社会構造改革、②研究力の抜本的強化、③新たな社会を支える人材の育成が必要
● 総合知（自然科学と人文・社会科学の融合）やエビデンスの活用により政策を立案し、評価を通じて機動的に改善
● ５年間で、政府の研究開発投資の総額 30兆円、官民の研究開発投資の総額 120兆円 を目指す

① サイバー空間とフィジカル空間の融合による持続可能で強靭な社会への変革
（デジタル活用を前提とした社会構造改革）

Society 5.0の実現に向けた科学技術・イノベーション政策

※ 理数および創造的教育手法（Science, Technology, Engineering, Arts and Mathematics）

•デジタル庁の発足による政府のデジタル化の推進、官民データ戦略の実行
•カーボンニュートラル実現など循環経済への移行（グリーン基金等）
•レジリエントで安全・安心な社会の構築
•分野別戦略（AI、量子、バイオ、マテリアル、革新的環境技術等）の実行

② 新たな社会を設計し、価値創造の源泉となる「知」の創造（研究力の強化）
•博士学生や若手研究者の支援強化、女性研究者の活躍促進
•基礎研究・学術研究、人文・社会科学の振興、「総合知」の創出
•オープンサイエンスとデータ駆動型研究等の推進
•10兆円規模の大学ファンドの創設と大学改革（経営体への転換）

③ 新たな社会を支える人材の育成（「探究力」と「学び続ける姿勢」の強化）
•初等中等教育段階からのSTEAM教育※やGIGAスクール構想の推進
•リカレント教育（学び直し）を促進する環境・文化の醸成

図表　第６期科学技術・イノベーション基本計画の目指す姿
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携
を
密
に
し
な
が
ら
、
科
学
技
術
の
発
展
や
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
自
由
で
民
主
的

な
社
会
を
守
る
た
め
に
協
働
し
て
い
き
た
い
」
旨
提

言
し
た
。

　

我
が
国
と
し
て
も
、
経
済
と
安
全
保
障
を
横
断
す

る
取
り
組
み
を
強
化
す
る
観
点
か
ら
、
鍵
と
な
る
重

要
技
術
に
つ
い
て
高
度
な
知
見
に
基
づ
く
調
査
・
分

析
等
を
行
う
シ
ン
ク
タ
ン
ク
機
能
を
立
ち
上
げ
、
そ

の
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も
に
、
重
要
技
術

に
重
点
投
資
す
る
た
め
の
新
た
な
仕
組
み
作
り
に
尽

力
し
て
い
る
。
ま
た
、
研
究
環
境
の
基
盤
と
な
る
価

値
を
守
り
つ
つ
、
必
要
な
国
際
協
力
お
よ
び
国
際
交

流
を
進
め
て
い
く
た
め
、
国
際
的
に
信
頼
性
の
あ
る

研
究
環
境
を
構
築
す
る
研
究
イ
ン
テ
グ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
取
り
組
み
を
各
府
省
と
連
携
し
て
進
め
て
い
る
。

　

加
え
て
、
私
は
、
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博

の
担
当
大
臣
も
兼
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
最
先
端
の

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
宇
宙
、
健
康
医
療

に
関
す
る
内
容
を
「
未
来
社
会
の
実
験
場
」
と
し
て

の
万
博
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い

き
、
国
民
の
皆
様
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う
な
大
阪
・

関
西
万
博
を
作
り
上
げ
て
い
き
た
い
。
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
で
の
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
り
、
経
済
界
の
ご

協
力
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

次
世
代
の
人
々
か
ら
、
あ
の
時
の
政
策
が
適
切
で

あ
っ
た
お
陰
で
今
が
あ
る
と
言
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、

産
学
官
が
総
力
を
挙
げ
て
、
こ
の
激
動
の
変
革
期
を

乗
り
越
え
て
い
き
た
い
と
心
か
ら
考
え
て
い
る
。
皆

様
の
よ
り
一
層
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

保
持
の
観
点
の
み
な
ら
ず
、
外
交
や
安
全
保
障
の
観

点
か
ら
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
診
断
法
、

治
療
法
、
ワ
ク
チ
ン
開
発
の
た
め
に
、
約
２
千
億
円

を
投
入
す
る
と
と
も
に
、
２
０
２
１
年
６
月
、「
ワ

ク
チ
ン
開
発
・
生
産
体
制
強
化
戦
略
」
を
閣
議
決
定

し
、
７
月
に
は
新
た
に
関
係
閣
僚
会
議
を
立
ち
上
げ

た
。
国
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
一
刻
も
早
く
、

こ
の
戦
略
を
実
行
に
移
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

宇
宙
は
、
人
々
に
夢
や
希
望
を
与
え
る
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
で
あ
る
と
同
時
に
、
将
来
の
経
済
・
社
会
を
支

え
る
基
盤
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
災
害
時
の
被
災
状

況
の
迅
速
な
把
握
な
ど
を
可
能
と
す
る
小
型
衛
星
コ

ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
構
築
や
、
日
米
協
力
の
も
と

月
で
の
有
人
活
動
な
ど
を
行
う
ア
ル
テ
ミ
ス
計
画
の

推
進
、
さ
ら
に
は
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
貢

献
す
る
宇
宙
太
陽
光
発
電
や
、
こ
れ
ら
宇
宙
活
動
を

支
え
る
輸
送
シ
ス
テ
ム
の
開
発
な
ど
を
進
め
る
。

　

こ
の
よ
う
な
世
界
的
課
題
の
解
決
に
は
、
諸
外
国

と
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
今
年
７

月
に
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
け
る

日
・
米
・
豪
・
印
の
科
学
技
術
担
当
大
臣
ら
が
会
す

る
パ
ネ
ル
・
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し
、
私
か
ら
「
Ａ

Ｉ
、
量
子
技
術
な
ど
の
新
興
技
術（
エ
マ
ー
ジ
ン
グ

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）は
、
経
済
的
利
益
を
も
た
ら
す
の

み
な
ら
ず
、
市
民
の
自
由
や
人
権
、
さ
ら
に
は
国
家

安
全
保
障
に
も
影
響
を
与
え
得
る
も
の
で
あ
り
、
自

由
な
民
主
主
義
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す
る
よ

う
、
基
本
的
価
値
観
を
同
じ
く
す
る
同
志
国
と
の
連

家
間
競
争
を
勝
ち
抜
く
た
め
、
計
画
期
間
中
の
５
カ

年
で
政
府
研
究
開
発
投
資
を
30
兆
円
、
官
民
合
わ
せ

た
研
究
開
発
投
資
を
１
２
０
兆
円
と
い
う
、
前
計
画

を
大
き
く
上
回
る
規
模
の
投
資
目
標
を
設
定
す
る
な

ど
、
政
府
と
し
て
大
胆
な
投
資
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
る
。

　

こ
の
目
標
の
実
現
に
は
、
産
業
界
と
の
連
携
が
不

可
欠
で
あ
る
。
持
続
可
能
で
強
靭
な
社
会
へ
の
変
革

を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
固
執

す
る
こ
と
な
く
、
長
期
的
な
視
野
を
持
っ
て
、
新
た

な
大
胆
な
取
り
組
み
を
、
産
業
界
と
と
も
に
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
社
会
課
題

の
解
決
に
向
け
て
府
省
の
枠
を
超
え
、
産
官
学
連
携

に
よ
り
基
礎
研
究
か
ら
社
会
実
装
ま
で
一
貫
し
た
取

り
組
み
を
行
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
Ｓ
Ｉ
Ｐ（
戦
略

的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
つ
い
て
、

次
期
の
研
究
課
題
や
体
制
を
具
体
化
し
て
い
く
。
ま

た
、
２
０
４
０
年
か
ら
２
０
５
０
年
の
将
来
を
見
据

え
、
従
来
技
術
の
延
長
に
な
い
、
よ
り
大
胆
な
発
想

に
基
づ
く
挑
戦
的
な
研
究
開
発
目
標（
ム
ー
ン
シ
ョ

ッ
ト
）の
実
現
を
目
指
す
ム
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト
型
研
究

開
発
制
度
を
抜
本
的
に
強
化
す
る
。

　

さ
ら
に
、
私
は
科
学
技
術
政
策
担
当
大
臣
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
健
康
・
医
療
戦
略
、
宇
宙
政
策
の
担

当
大
臣
も
兼
ね
て
い
る
。
健
康
・
医
療
戦
略
で
は
、

喫
緊
の
課
題
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
切
り
札
が
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
こ

と
を
考
え
る
と
、
ワ
ク
チ
ン
を
国
内
で
開
発
・
生
産

で
き
る
力
を
我
が
国
が
持
つ
こ
と
は
、
国
民
の
健
康

342021・9

p32-34_月刊経団連9月号_特集_井上大臣.indd   34 2021/08/30   11:51


